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第２章では、アニオン性の多糖である HA とカチオン性シアニン色素である NK−77 (3,3'−
Diethyl−9−methylthiacarbocyanine: DMTC)が形成する会合体の励起子相互作用について、
pH = 7.0 のリン酸緩衝液中で、可視吸収スペクトル及び円偏光二色性（CD）スペクトルによ





 第３章では、HA とメチン基の長さが異なるシアニン色素（3,3'−Diethylthiacyanine iodide : 
DTTHC, 3,3' − Diethylthiacarbocyanine iodide: DTC, 3,3' − Diethylthiadicarbocyanine 
iodide: DTDC）会合体の特異的な相互作用について、pH = 7.0 のリン酸緩衝液中でシアニン
色素と HA を 1：2 の割合で混合し、その可視吸収スペクトル及び CD スペクトル測定により
調査している。メチン基の長さが異なる 3 種類のシアニン色素の中で、DTDC が特異的に HA
上でキラリティーを持つ会合体を形成することを明らかにし、HA 上の DTDC のモノマーか
ら会合体への変化は、DTDC の分散状態に起因するものであることを示している。 
 
 第４章では、DTDC の会合体が分子量の異なる HA から受ける影響について、粘度の異な
る４種類の HA を用いて調査している。5.0 vol%メタノール–緩衝液（pH = 3.2）または純水
中で、HA−DTDC が粘度依存性を示し、粘度の高い HA−Q 上で DTDC の会合体形成量が最
も多く、粘度の低い HA−N 上での DTDC 会合体形成量が最も少ないことを確認している。
  
  
HA の CD スペクトルにより、HA のヘリシティは一定であることがわかり、HA 存在下での
DTDC の会合体は、シアニン色素の分散力に依存することを示している。酸性条件下では、





[α,β,γ,δ−Tetrakis(1−methylpyridinium−4−yl)porphyrin p−toluene sulfonate: TMPyP] を用いて、HA 
存在下での会合体の挙動を比較している。HA 濃度の増加により、DTDC 会合体の形成が抑制
されないことが確認され、HA−DTDC は HA 上に静電的に相互作用した DTDC に DTDC が
凝集することにより会合体を形成していることを示唆している。一方、HA−TMPyP では、
HA の添加により TMPyP の Soret 帯に 3 nm の長波長シフトが見られ、蛍光強度の増加が確
認されたことから、ポルフィリン同士の会合体と HA が相互作用するのではなく、単分子の





























iodide: DTTHC, 3,3'−Diethylthiacarbocyanine iodide: DTC, 3,3'−Diethylthiadicarbocyanine 
iodide: DTDC）会合体の相互作用について検討した結果、メチン基の長さが異なる 3
種類のシアニン色素の中で、DTDC が特異的に HA 上でキラリティーを持つ会合体を
形成すること及び HA 上の DTDC のモノマーから会合体への変化は DTDC の分散力
に連動することがわかった。 
３．DTDC 会合体形成が分子量の異なる HA から受ける影響について、粘度の異なる４種
類の HA を用いて調査した結果、色素の会合体形成は粘度依存性を示し、粘度の高い
HA を用いると DTDC 会合体形成量が最も多く、粘度の低い HA では DTDC 会合体形
成量が最も少なかった。HA 自身のヘリシティは一定であることから、HA 存在下の
DTDC 会合体は、シアニン色素の分散力に依存することが示された。酸性条件下では、




4−yl)porphyrin p−toluene sulfonate: TMPyP] を用いて、HA 存在下の色素会合体形成挙
動を比較した結果、HA−DTDC の場合、HA 濃度が増加すると、DTDC 会合体形成が
抑制されることなく、HA 上に静電的に相互作用した DTDC に遊離 DTDC が凝集する
ことにより蛍光の消光が促進された。一方、HA−TMPyP では、HA の添加により、単
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